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《一言アピール》
アレルギー性鼻炎や副鼻腔炎、原発性線毛運動不全症などの疾患の診断治療の他、気道上皮細胞の生理と病態
の解明に取り組んでいます。

上気道の免疫・アレルギー

スギ花粉症とアレルギー性鼻炎の感作、発症に関する臨床的研究を
行っています。特にスギ花粉症の発症予防に関しては、班研究の一
員として、免疫療法がスギ花粉症発症を予防するかどうかを検討し
ています。また、ヒスタミン受容体についても基礎的検討を加えて
おり、これまでにヒスタミンH2、H3受容体の鼻粘膜における局在
を明らかにしています。

気道ムチンの発現

ムチンは気道粘液の主要な成分で、巨大な糖タンパクです。気道に
発現する主なムチン遺伝子MUC2とMUC5ACの発現がどのような
制御を受けているかを主にレポータージーンアッセイを用いて検討
しています。

原発性線毛運動不全症

三重病院小児科の藤澤隆夫先生、三重大学病院オーダーメイド医療
部の中谷中先生、電顕室の小川覚氏との共同研究として、診断が困
難とされる原発性線毛運動不全症の早期診断に取り組んでいます。
原発性線毛運動不全症は全身の線毛の動きが悪いために、上気道、
下気道、中耳に難治性病変が生じ、半数で不妊をきたすとされてい
ます。

難治性副鼻腔炎の病態解明

喘息に合併する多数の好酸球の浸潤を特徴とするいわゆる好酸球性
副鼻腔炎は鼻茸を伴い難治であり、その発症機序には不明な点が多
いとされています。組織学的、生化学的、分子生物学的アプローチ
にて本症の病態解明を目指しています。

(たけうち かずひこ)
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ムチン遺伝子発現の定量(レポータージーンアッセイ) 先天性原発性線毛運動不全症の精査・診断
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